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● 本書の記載内容の一部または全部を無断で転載することを禁じます。
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2.コマンドの使い方 



26
 

2. コマンドの使い方

4．［スタート］メニューから［すべてのプログラム］－［アクセサリ］－［通信］－［ハイパーターミ
ナル］を選びます。「接続の設定」ウィンドウが開いたら、名前欄に適切な名前を入力して [OK]を
クリックします。

5．「接続方法」欄から、手順２で調べたCOMポートを選択して [OK]をクリックします。

6．「COMx のプロパティ」ウィンドウが開いたら、［ビット／秒］を9600、［データビット］を8、
［パリティ］をなし、［ストップビット］を1、［フロー制御］を Xon/Xoffにして、［OK］ 鷟
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2.コマンドの使い方 

[ ノート ] ・「�~�Æ
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2.コマンドの使い方  

2.1.4 リモートセットアップ

N58iを使えば、ISDN回線や専用線経由で離れた場所の N58iを設定することができます。これを「リモートセットアッ
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2. コマンドの使い方 

2.2 SSHサーバーについて

本製品は、LAN 上のホストからSSH でログインして設定することができます。このときホスト側で使用するSSH クラ
イアントは、MacOS Xの『ターミナル』アプリケーションやUNIX環境では標準的に搭載されており、実行することがで



31
2.コマンドの使い方 
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4.機器の設定 
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4. 機器の設定

[初期値 ] 空文字列 

4.9 ログインタイマの設定

[書式 ] login timer  time 
no login timer 
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4.機器の設定  

4.14 NTP による時計の設定

[書式 ] ntpdate  ntp_server  [syslog]

[ 設定値 ] ○ ntp_server
● NTPサーバーの IP アドレス ( xxx.xxx.xxx.xxx ( xxx は十進数 ))
● NTPサーバーの名称
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4. 機器の設定



43
4.機器の設定 
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4. 機器の設定 

4.27 TELNET サーバーへアクセスできるホストの IPアドレスの設定

[書式 ] telnetd host  ip_range  [ ip_range ...] 
no telnetd host

 
 [

 
ip_range
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4.機器の設定 
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4. 機器の設定
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4.機器の設定 

[ 設定値 ]
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4.機器の設定  

4.45 リビジョンダウンを許可するか否かの設定

[書式 ] http revision-down permit  permit 
no http revision-down permit

 
 

 
[

 
permit

 
]

[ 設定値 ] ○
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4.機器の設定 
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4. 機器の設定 

broadcast を指定した場合には、MagicPacketをブロードキャストパケットとして LAN インタフェース
に送信する。 

unicast を指定した場合にはMagic PacketデータシーケンスからMAC アドレスを抜きだし、それを終点
MAC アドレスとしたユニキャストパケットとして送信する。 

offを指定した場合には、Magic Packet かどうかの検査は行なわない。

[ ノート ] いずれの場合も、Magic Packetとして中継されなかった場合のパケットは、 
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4. 機器の設定 

4.56
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4.機器の設定  

4.59
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5.ISDN関連の設定  

5. ISDN 関連の設定 

5.1 共通の設定 

5.1.1 BRI インタフェースの使用制限の設定
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5.ISDN 関連の設定
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5.ISDN 関連の設定
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5.ISDN関連の設定  

5.2.20 課金単位時間方式での課金単位時間と監視時間の設定

[書式 ] isdn disconnect interval time  
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5.ISDN 関連の設定
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6.IP の設定 
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6.IP の設定 

○ protocol .......................フィルタリングするパケットの種類
● プロトコルを表す十進数 ( 0..255)
● プロトコルを表すニーモニック

● 上項目のカンマで区切った並び (5個以内 )
● tcpflag= 
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6.IP の設定
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6.IP の設定
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6.IP の設定 

[ 説明 ]
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6.IP の設定 

6.2.1 ARPエントリの寿命の設定
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6.IP の設定 
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6.IP の設定
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6.IP の設定 

[ 設定値 ] ○ interface ...................... LAN インタフェース名
○ direction

● in .............................受信したRIP に加算する
● out ..........................送信するRIP に加算する

○ hop............................... 加算する値 ( 0..15)

[ 説明 ]



84
 

6.IP の設定

[説明 ] PPインタフェースからRIPで得られた経路を、回線が切断された場合に保持し続けるかどうかを設定す
る。

[ 初期値 ] off 

6.4.10 回線接続時のPP 側のRIP の動作の設定

[書式 ] 
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7.イーサネットフィルタの設定 

dhcp-bind、dhcp-not-bind 型のフィルタで対象とするDHCPスコープは、SCOPE パラメータで指定
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8.PPP の設定
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8.PPP の設定
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8.PPPの設定 
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8.PPPの設定 
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8.PPP の設定
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8.PPP の設定

[初期値 ]
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8.PPP の設定

[説明 ]
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8.PPP の設定

[説明 ]
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9.DHCPの設定 
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9.DHCPの設定 

9.1.2 RFC2131対応動作の設定
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9.DHCPの設定
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9.DHCPの設定 









9.DHCPの設定 
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9.DHCPの設定
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10.ICMPの設定 
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10.ICMPの設定 

[ 説明 ]
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10.ICMPの設定 

[ 初期値 ] on 

10.2.7 ICMP Destination Unreachableを送信するか否かの設定

[書式 ] 
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11.トンネリング 

11. トンネリング 

11.1 トンネルインタフェースの使用許可の設定

[書式 ] tunnel enable  tunnel_num 
no tunnel enable 

 
tunnel_num

[ 設定値 ] ○ tunnel_num
● トンネルインタフェース番号
● all ............................すべてのトンネルインタフェース

[ 説明 ] トンネルインタフェースを使用できる状態にする。
工場出荷時は、すべてのトンネルインタフェースは disable 状態であり、使用する場合は本コマンドに
より、インタフェースを有効にしなけで卋 72∵





118
 

12.PPTP 機能の設定 

12. PPTP 機能の設定





120
 

12.PPTP 機能の設定

[ノート ]
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12.PPTP 機能の設定 
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13.NAT機能 

13. NAT機能

NAT機能は、ルータが転送する IPパケットの始点 /終点 IPアドレスや、TCP/UDP のポート番号を変換することによ
り、アドレス体系の異なる IPネットワークを接続することができる機能です。
NAT機能を用いると、プライベートアドレス空間とグローバルアドレス空間との間でデータを転送したり、1つのグロー

バル IPアドレスに複数のホストを対応させたりすることができます。

本製品では、始点 /終点 IPアドレスの変換だけを行なうことをNATと呼び、TCP/UDP のポート番号の変換を伴うもの
を IPマスカレードと呼んでいます。

アドレス変換規則を表す記述をNATディスクリプタと呼び、それぞれのNATディスクリプタには、アドレス変換の対象
とすべきアドレス空間が定義されます。アドレス空間の記述には、 nat descriptor address inner、 nat descriptor 

address outer



123
13.NAT機能 
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13.NAT機能
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13.NAT機能 

[ 説明 ] IP マスカレードによる通信でポート番号変換を行なわないようにポートを固定する。

[ ノート ] outer_portと inner_port
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129
14.DNSの設定 

[ 設定値 ] ○ ip_address
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14.DNS の設定

○ name, value................... typeパラメータによって以下のように意味が異なる

○ fqdn .............................ドメイン名を含んだホスト名

[ 説明 ]
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15.優先制御 
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15.優先制御

[初期値 ] delay = 30

switch = on

[ 設定例 ] # queue class filter 1 4 ip VOIP-GATEWAY * * * *
# queue class filter 2 3 ip * * icmp * *
# queue class filter 3 1 ip * * * * *
# pp select 1
# pp bind bri1
# queue pp type priority
# queue class filter list 1 2 3
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16. 連携機能

[ノート ] roleパラメータで 
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141
17.IPv6  

17. IPv6 

17.1 共通の設定 

17.1.1 IPv6パケットを扱うか否かの設定

[書式 ] ipv6 routing  routing 
no ipv6 routing 

 
[

 
routing

 
]

[ 設定値 ] ○ routing
● on............................処理対象として扱う
● off ...........................処理対象として扱わない

[ 説明 ]
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17.IPv6 

なお、類似の名前を持つ ipv6 prefix コマンドはルータ広告で通知するプレフィックスを定義するもので
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17.IPv6
● prefix_type@prefix_interface::

■ prefix_type
□ 
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17.IPv6
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17.IPv6 
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17.IPv6

[ 初期値 ] update

[ 設定例 ] # ipv6 pp rip connect interval 60

# ipv6 pp rip connect send interval
 

17.5.8
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17.IPv6  

17.6 フィルタの設定 

17.6.1 IPv6フィルタの定義

[書式 ] ipv6 filter  filter_num   pass_reject 

17.6.1
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18.アナログ通信機能の設定
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18.アナログ通信機能の設定  

18.2.3 TELポートに接続する機器の設定

[書式 ] analog device type 
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18.アナログ通信機能の設定 

18.2.6 ダイヤル完了ボタンの設定

[書式 ] 
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18.アナログ通信機能の設定 

[ 初期値 ] off 

18.2.15 指定したTEL ポートの優先着信順位を設定

[書式 ] analog arrive priority  port   priority 
no analog arrive priority 

 
port

[ 設定値 ] ○ port
● 1.............................. TEL1ポート
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18.アナログ通信機能の設定 

18.2.19 フッキング及びオンフック検出を無効と判断する時間の設定



18.アナログ通信機能の設定
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18.アナログ通信機能の設定 

● -21dB....................... -21dB PAD 挿入
● off ...........................PAD なし

[ 説明 ] 受話PAD を設定する。

[ 初期値 ] off 
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18.アナログ通信機能の設定

[初期値 ] off
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19.メール着信確認、メール転送、メール通知機能の設定  
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19.メール着信確認、メール転送、メール通知機能の設定 
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20.HTTPサーバー機能 (かんたん設定/ プロバイダ設定 )の設定  

20.12 プロバイダに対する昼間課金単位時間方式での単位時間と監視時間の設定

[書式 ] provider isdn disconnect interval daytime  peer_num unit watch spare 
no provider isdn disconnect interval daytime 

 
peer_num

[ 設定値 ] ○ peer_num .................... 相手先情報番号
○ unit .............................. 課金単位秒数 ( 1..21474836)
○ watch ...........................監視秒数 ( 1..21474836)
○ spare ............................切断余裕秒数 ( 1..21474836)

[ 説明 ] 選択したプロバイダとの接続で、 isdn disconnect policy  2  の場合の切断に関するタイマ値を設定する。
▋
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20.HTTP サーバー機能 (かんたん設定 /プロバイダ設定 )の設定 

20.15
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21.UPnP の設定 





183
22.USBの設定 
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23.スケジュール  

23. スケジュール 

23.1
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23.スケジュール
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24.操作



24.操作
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24.操作

[ 説明 ] 動的に設定された IPの経路情報をクリアする。 

24.4.3 ログのクリア

[書式 ] clear log

[ 設定値 ] なし

[ 説明 ] ログをクリアする。 

24.4.4 アカウントのクリア

[書式 ] clear account
clear account 

 
interface

 

clear account pp 

 

[

 

peer_num

 

]

 

clear account pstn

[ 設定値 ] ○ interface
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24.操作 
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24.操作 

24.5.4 インタフェースの再起動

[書式 ] interface reset  interface  [ interface  ...]

[ 設定値 ] ○  





 



24.操作
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25.設定の表示



199
26. 状態の表示  

26. 状態の表示 

26.1
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26. 状態の表示



201
26. 状態の表示 
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26. 状態の表示



203
26. 状態の表示  

26.19 DTCP セッション情報の表示

[書式 ]









27.ロギング 
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27.ロギング
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